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論文内容の要旨 
 
左房容積 (LAV)の拡大は左室拡張能低下や心血管イベント発生と密接に関係している。小児

における、リアルタイム 3 次元心エコー法 (RT3DE)を用いた LAV 解析はほとんどなく、年

齢による変化も明らかでない。そこで、RT3DE を用いて小児期～成人期の LAV 解析の実現

性と再現性について検討し、さらに年齢、体格による違いを評価し、LAV 変化を明らかにし

た。  
対象は健常人 345 例 (年齢 中央値 24.3 歳 1 か月～76. 4 歳)。うち、健常小児 174 例 (年齢 

平均値 8.2 歳 1 か月〜12.0 歳 男 85 例)、健常青年 25 例 (年齢 平均値 14.7 歳 12.0〜
17.9歳 男 11例)、健常成人 146例 (年齢 平均値 45.2歳 18.0〜76.4歳 男 70例)。Philips
社製 IE33 を使用し、QLAB (ver. 9)で解析した。LAV 計測を従来の 2D 法と 3D 法によるも

のとで比較し、さらに 3D 法の検者間誤差、検者内誤差を Bland-Altman 解析により検討し

た。 
RT3DE の実現性は 93%であった。最大, 最小 LAV ともに年齢と正の相関を示した (最大

LAV: r= 0.66, 最小 LAV: r= 0.68 p＜0.0001)。心房駆出率  (LAEF), 心房伸展性  (LA 
distensibility)は年齢と負の相関を示した (LAEF: r= -0.45, LA distensibility: r= -0.39 p
＜0.0001)。RT3DE による LAV 計測値は 2D 法に比べ小さい傾向にあったが (最大 LAV: r= 
0.78, 最小 LAV: r= 0.75）、検者内誤差の最大 LAV: r= 0.95, 最小 LAV: r= 0.89 であり、検者

間誤差の最大 LAV: r= 0.94, 最小 LAV: r= 0.93 であり、再現性は良好であった。 
RT3DE を用いた小児期～成人期の健常人の左房容積解析は、実用性、再現性に優れた有用

な検査法であった。左房の伸展は年齢や体格により変化した。

 


